
3.調査の概要
調査は、区域内の 16箇所に トレンチを設定 して進めた。
以下、 トレンチ毎の概要を記述する。
【1ト レンチ】

調査地南東隅に L宇型に設定 した。耕作土直下の層から土師質土器片が出上した。ベー

ス面以下は、西から東へ僅かに下る勾配を保ちながら土層が重なる。遺構・遺物共に認め

られなかつた。

【2ト レンチ】

1ト レンチの北側に東西軸で設定 した。浅いレベルでベース面が認められる。ベース面

以下は、西から東へ下る勾配が認められる。中央都付近で遺物は認められないが、ベース

面を切る浅い溝状の落ちを検出した。形状から溝にならない可能性 も高い。

【3ト レンチ】
2ト レンチの西側、調査区中央南端から東西軸で設定 した。整地上中で土師質土器片 と

サヌカイ ト質の薄片が出土した。遺構は認められなかつた。ベース面以下は、黄色粘質土

が厚 く堆積 し、南から北へ下る勾配を保つ

【4ト レンチ】

整地土直下で土師質土器片等が出土したが、新 しいもののようで上層から刺 さり込んだ

ものと考えられる。

ベース面上の褐灰色粘質土から第 38図 -1須 恵器の杯身が出土した。底径 7.Ocm、

器高 3.3 cmの小型のものである。摩滅により調整は不明瞭であるが底部は箆切 りされて

いる。9世紀頃の所産である。少量の上師質土器片も含まれる。遺構は認められなかつた。

【5ト レンチ】

4ト レンチの南東、調査区のほぼ中央に南北軸で設定 した。ベース面上面は、南から北

へ下る勾配を保つが、南端では北から南に下る。 4層 から須恵器片、土師質土器片などが

出土するが、遺構は検出されなかつた。第 38図 -2は 、須恵器の杯身の底部高台付で 8

世紀前半に所属する。やや外側に開き、端部はナデ調整である。

【6ト レンチ】

5ト レンチの西側に 4ト レンチと同軸になるように設定 した。耕作土直下の整地上から

磁器片、灰色系粘質土から土師質土器片が出土するが遺構は伴わない。大きく分類すると

2面 となる。下 (第二面)が ベース面で上 (第一面)は灰褐色系の粘質土が堆積 し面を持

つ。糸Hか く分層すると、落ちのような起伏は認められるが、いずれも埋土にブロック状に

ベース層が混入 したりしてお り、撹乱である可能性が強く遺構 とは判断できなかつた。

【7ト レンチ】

3ト レンチの西側に 2ト レンチと同軸になるよう設定 した。6ト レンチ同様 2面見られ、

第一面から掘 り込まれる溝状の落ちが 3箇所検出された。埋土は、褐灰～黄灰色の粘質土

で遺物は包含 しない。

第二面には遺構は伴わないが トレンチ西端から4mほ どのところで最底になるように僅
かに窪む。 6ト レンチの第二面が本 トレンチの第一面に対応すると思われる。
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トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 7.  6 不 明 無 し 土師質土器片

2ト レンチ 28. 5 不 明 溝 1条 無 し

3ト レンチ 1 8.  2 不 明 無 し 土師質土器片、サヌカイ ト

4ト レンチ 1 1. 4 古 代 無 し 須恵器片、土師質土器片

5ト レンチ 11. 6 古 代 無 し 須恵器片、土師質土器片

6ト レンチ 17. 0 不 明 無 し 土師質土器片、磁器片

7ト レンチ 11. 8 不 明 溝 3条 無 し

8ト レンチ 6. 2 不 明 溝 2条 無 し

9ト レンチ 10. 9 中世 無 し 土師質土器片

10ト レンチ 10. 5 不 明 無 し 土師質土器片

11ト レンチ 1 7.  3 不 明 溝 1条 土師質土器片

12ト レンチ 6. 7 不 明 溝 1条 土師質土器片

13ト レンチ 1 3.  8 不 明 無 し 無 し

14ト レンチ 17. 0 中 世 溝 1条 、土墳 1基 土師質土器片、陶器片

15ト レンチ 1 3   5 不 明 無 し 土師質土器片

16ト レンチ 28,4 弥 生 無 し 弥生土器片、土師質土器片、サヌカイ ト

第 9表 郡家町字大林土地区試掘調査 トレンチ概要

【8ト レンチ】

7ト レンチの南側、調査区の南西隅に東西軸に設定した。 7ト レンチ同様 2面で構成さ

れる。 7ト レンチで検出した溝遺構の状況を確認 した。第一面を掘 り込む溝 2条 が確認 さ

れた。第二面は、西端から2m付近で最底 となるように僅かに窪む。
【9ト レンチ】
ベース面上層の灰黄褐色粘質上に土師質土器片が出上したが、遺構は見られなかつた。

第 38図 -3は土師器の小皿である。
【10ト レンチ】
9ト レンチの北側に南北軸で設定 した。整地上中から土師質土器片が出土した。遺構は

認 め られ なか つた。

【11ト レンチ】
包含層中で土師質土器片が少量出土 した。北端で、北東～南西軸の構を検出した。深 さ

は約 0.35mを 沢1る 。埋土中から土師質土器片が出土 した。
【12ト レンチ】
11ト レンチで検出した溝の方向を確認するために、 11ト レンチの西側に南北軸で設
定 した。予想通 りの位置で溝を検出した。天幅約 1,Omを 測る。上面検出で止めたので
深 さは不明である。

【13ト レンチ】
遺構・遺物共に認められなかつた。ベース面はやや東から西に下る勾配を持つが僅かな

起伏によるものと考えられる。
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【14ト レンチ】
耕作土最下層で陶器片が出土した。第 38図 -4、 陶器碗の口縁部小片である。また包
含層から少量の土師質土器片が出上した。西端付近で溝状の浅い落ちを検出した。東側で

浅い土坑を 1基検出した。これも遺物は伴わない。ベース面は西から東に下る勾配を持つ。

【15ト レンチ】
包含層から土師質土器片が出上するが明確な遺構は伴わない。

【16ト レンチ】
耕作土中から土器片が採取された。包含層があるが遺構は認められない。ベース面は南

から北へ緩やかに下る勾配を持つ。第 38図 -5は 中期後半時期の弥生土器の壺である。
日縁端部に 3条の凹線を持つ。 6は、 6.8cm大 のサヌカイ ト剥片である。

ゝ
ヒ _」_=該

´

1 4ト レンチ
? 5トレンチ
3 9トレンチ

4 14ト レンチ
5 16ト レンチ
6 16ト レンテ

層

層

層

層

層

層
0                                     1ocm

|

出土遺物実測図
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1ト レンチ

1ト レンチ
1 耕作土
2 花筒土
3 整地■
4 25Y8/3淡黄色+10YRS/6明 黄褐色粘質シルト混
5 25Y7/8黄色粘質細砂(M崎 )
6 ,OYR6/6明 黄褐色+10YR6/1褐灰色粘質細砂わずか混$h少含)

一―一- 7 10YR6/6明 黄掲色粘質細砂(M給)
い19 0m  a 10YR6/1褐 灰色粘質土十10YR6/6明責掲色粘質細砂嵐卜崎卦

9 10YR4/2灰黄掲色+10YR6/1褐灰色粘質土混
10 10YRS/3黄 褐色粘質ンルト
11 10YRS/8黄 褐色粘質シルト(やや狙い)

2ト レンチ
1 耕作■

3ト レンチ

|

南 壁
西 壁

3ト レンテ
1 耕作土
2 10YRS/6黄 掲色粘質細砂(床■)
3 10YR7/1灰 自色+10YR7/6明 黄褐色粘質細砂混
4 10YRS/1褐 灰色粘質細砂(Mn含 )
5 25Y7/3黄色粘質細砂6柄合)

6ト レンチ

6ト レンテ
1 耕作土
2 つSY8/2灰 自色粘質細砂
3 床土
4 10YR6/1褐 灰色粘質細砂
5 10YR6/1褐 灰色+10YR5/6寅褐色粘質細砂混
6 10YR6/1褐 灰色+10Y鼠 6/6明 黄ItB色 粘質細砂混
7 25Y6/1黄灰色+10YR8/6黄橙色粘質細砂少混(ヽ1拾 )
8 10YR3/2黒 褐色粘質細砂
9 10YR3/2黒 褐色+10YR6/8明黄褐色粘質細砂混
i025Y7/1灰 白色～25Y6/1黄 灰色+25Y3/6黄色粘質細砂混
11 10YR6/8明 黄褐色粘質細砂

7ト レンチ
, 耕作土
2 25Y5/1黄灰色粘質細砂
3 25Y7/1灰 白色粘質細砂
4 25Y6/2灰黄色粘質細砂

_ 5 1CIYR4/1掲 灰色粘質細砂
呼,9om 6 10YR4/1～ 10YR5/1掲灰色粘質細砂

7 25Y5/1黄灰色粘質細砂
ユ 25Y7/1灰白色～25Y6/1黄灰色
+25Y7/6明 黄褐色粘質細砂混
0 25Y7/6明黄協色
+25Y7/2灰 黄色粘質細砂(粘質強い)混

…|

2ト レンチ

|

|

南 壁

扁 チ

4ト レンチ       5
1 耕作土
2 床土
3 10YR7/1灰 白色+10Y寂 7/6明 費褐色粘質rm砂混
4 10YRS/1褐 灰色粘質細砂6備鋤
5 10YR7/1灰 自色粘質細砂
6 25Y7/8資色粘質411砂 (Mn含 )

眸19°m 5ト
レンチ

5ト レンテ
1 耕作■
2 床■

7ト レンチ

|

南 壁

2m

第 39図  トレンチ土層断面図 (1)

南 壁

2 10YR7/1灰 白色+iOVR7/6黄橙色粘質細砂混
3 10YR5/1掘 灰色粘質細砂$h含 )
4 25Y7/8黄色粘質細砂(山含)
5 25Y6/2暗灰黄色粘質細砂(砂質強い)
+25Y7/8黄 色粘質組砂わずか混
6 10YR6/8明 黄褐色粘質土

ヽ
~~~~~

3 ,OYR7/1灰自色■10YR7/6明 寅褐色粘質細砂混
4 ,OYR5/,褐灰色粘質細砂6柄含)
5 ,OYR7/1灰白色+1∞R7/4に ぷい黄褐色粘質細砂混
6 25Y7/8黄 色粘質細砂6h含 )

南 壁

い,90m 9ト レンチ L____生デこと_J
8ト レンチ
1 耕作土
2 25Y5/1黄灰色粘質細砂
9 25Y7/1灰 自色粘質細砂
4 SY6/2オ リーフ色+25Y6/41こ ぷい黄色粘質細砂混
5 25Y5/1責灰色粘質細砂
0 10YR5/1～ 10YR4/1褐灰色粘質細砂
7 25Y7/1灰 白色～25Y6/1黄灰色■25Y7/6明 黄褐色粘質組砂混
& 25Y7/6明黄掲色+25Y7/2灰 黄色粘質細砂(粘質強い)混

9ト レンチ    6
1 耕作土
2 25Y3/2灰自色+25Y7/6明 黄掲色粘質細砂混
3 iOVR6/6明 黄褐色粘質細砂(床土)
4 10YR5/2灰 黄褐色粘質細砂
5 25Y7/2灰黄色+25Y7/6明 黄掲色細砂わずか混
6 10VR5/8黄 褐色十10YR7/1灰 白色粘質細秒(やや粘質強い)混
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_|― ¬ _Ю
猛   
蜘m

l 耕作土
2 25Y8/2灰 白色+25Y″ 6明黄褐色粘質細砂混
3 ,OYR6/6明 黄褐色粘質細砂(床土)
4 ,OYR5/2灰 黄褐色粘質細砂(Mn少含)
5 25Y7/2にぶい黄橙色+25Y7/6明 黄褐色粘質細砂わずか混
6 10YR5/8黄 掲色■10YR7/1灰 白色粘質細砂(やや粘質強い)

3 10YR7/2に ぷい黄橙色粘質細砂
4 10YR7/9に ぷい黄橙色+10YR6/6明 黄掲色粘賓細砂混
5 iOYR3/2黒 褐色～10VR4/1褐 灰色粘質組砂
6 iOYR5/1褐 灰色+10YR4/3に ぶい黄褐色粘質細砂少混
7 礫混10YR4/1掲灰色砂(03～ 10cm含 )
& 10YR5/6黄 褐色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂混
9 礫混10YR5/6黄掲色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂混(03～ 10cm含 )

11ト レンチ

11ト レンチ
1 耕作土
2 撹乱

ｍ

ｌ

西 壁

12ト レンテ

13ト レンチ

眸190m

10YR5/6黄褐0粘質細砂
25Y3/4淡黄色十

'OYRイ

/6明責掲色粘質細砂混
10YR2/2黒褐色粘質細砂(卜伍含)
10YRS/1褐灰色+10YR4/2灰責褐色粘質細執 粘質強い)混$h含 )
10YR6/6明 黄褐色+10YR6/1掲灰色粘質細砂(やや粘質強い)混

12ト レンテ
耕作土

南 壁

|

14ト レンチ

13ト レンテ
, 耕作土
2 25Y8/8淡黄色+10YR6/6明黄掲色粘質細砂混
& 25Y6/1黄灰色+,OYR7/6明黄楊色粘質細砂少混lMne)
4 iOYR5/6黄 褐色+25Y7/1灰 白色粘質細砂少承 m含)
5 iOYR6/6明 黄褐色+10YR6/4にぷい黄橙色粘質細砂わずか混
6 10YR6/6明 黄掲色+25Y6/1黄 灰色粘質4m砂わずか混

14ト レンチ    7
1 耕作土
2 撹乱
3 25Y3/3淡 黄色■lllYR6/6明責福色粘質細砂混
4 25Y7/1灰 自色粘質細砂
5 ,OYR4/2灰黄褐色粘質細砂
6 ,OYR5/1褐灰色+10VR4/3にぶい責掲色粘質細抄混
7 1tlYR6/6明 黄褐色+25Y7/1灰 白色粘質細砂わずか混

16ト レンチ

|

南 壁

15ト レンテ

15ト レンチ
1 耕作土
2 撹乱
3 1CIYR7/1灰 自色～10YR7/2に ぷい黄橙色粘質細砂
4 1CIYR6/6明 黄掲色+10YR3/3淡 黄橙色粘質細砂混
5 10YR3/3淡 黄橙色+10YR6/6明養褐色粘質細砂混
6 25Y6/3にぷい資色+10YR6/6明 黄褐色粘質細砂わずか混
7 10VR4/2灰 贅褐色粘質細秒(Mn 土器含)
S iOYR5/1褐 灰色+25Y7/6明 黄褐色十iCIYR3/3淡黄橙色粘質細砂混
9 25Y7/6明黄褐色+10YR3/3淡黄橙色粘質細砂混

16ト レンチ
1 耕作■
2 10YR3/1灰白色■10YR5/6黄褐色粘質細砂混
3 10YR5/6黄褐色+25Y7/6明 黄褐色粘質細砂混
■ 10YR4/2灰 黄褐色粘質細砂(ヽ叫等)
5 10YR6/8明 黄褐色+25Y3/4淡 責色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂混
6 25Y7/6明黄褐色+25Y7/1灰 自色粘質細砂混(Mrla)
7 25Y7/6明東褐色+25Y3/4淡 黄色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂わずか混

0                                     2m

第 40図  トレンチ土層断面図 (2)

西 壁

南 壁

西 壁

|
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4.ま とめ
調査の結果、調査区北西隅に北東から南西に斜行する溝が所在することが確認 された。

その他、 2ト レンチ・ 7ト レンチ・ 8ト レンチ 。14ト レンチで溝状の落ちを検出した
が、遺物を伴わないことなどから詳細については資料が整わなかつた。全体の旧地形は南

西から北東にかけて緩やかに下るものであつたことが調査内容から読み取れるが、調査区

北西部でピークを持つことが分かる。

今回の調査で認められた明確な遺構は、調査区北西部の溝 1条である。その他、数条の

溝状の落ちも確認できたが遺物も伴わず詳細については掴みきれなかつた。遺構面が起伏

に富んで荒れているところも多々見られることから、それ らに類するものである可能性 も

否定できない。いずれにせよ、今回の調査結果から、密度の濃いまとまつた遺構の展開は

無いものと考えられる。恐 らく、調査区北西部の溝から北西部にかけての地域で地盤が安

定 し密度が濃 くなつてくるものと思われる。

上記の概要を踏まえ、香川県教育委員会 と協議 した結果、調査区北西隅に位置する画地

の北半部 (第 37図 に示 した範囲)に ついて、保護措置が必要であるとの見解 となつた。
今回の調査地の約 80m北 に所在 している『郡家田代遺跡』 と関連付けられる可能性が非
常に高いことから『郡家田代遺跡』の一部 として取 り入れることとなつた。

このことから、今回保護措置が必要 となつた範囲については、周知の埋蔵文化財包蔵地

『郡家田代遺跡』 として文化財保護法の適用を受けることとなつた。
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調査区全景 :東から 重機による埋め戻し作業風景 :西から

1ト レンチ全景 :南東から 1ト レンチ土層状況 :北から

2ト レンチ全景 :西から 2ト レンチ土層状況 :北から

図版32 郡家町字大林土地区試掘調査 (1)
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3ト レンチ全景 :南から 3ト レンチ土層状況 :東から

4ト レンチ全景 :東から 4ト レンチ土層状況 :北から

5ト レンチ全景 :南から 5ト レンチ土層状況 :西から

図版33 郡家町字大林土地区試掘調査 (2)



6ト レンチ全景 :東から 6ト レンチ土層状況 :北から

7ト レンチ全景 :東から 7ト レンチ(SD01。 SD02)土層 1犬況 :北から

8ト レンチ全景 :西から

図版34 郡家町字大林土地区試掘調査 (3)
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9ト レンチ全景 :東から

10ト レンチ全景 :北から 10ト レンチ上層状況 !東から

11ト レンチ全景 :南東から 11ト レンチ溝遺構(SD01):東から

図版35 郡家町字大林土地区試掘調査 (4)
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12ト レンチ全景 :南から 12ト レンチ溝遺構検出状況 :南西から

13ト レンチ全景 :東から 13ト レンチ上層状況 :北から

14ト レンチ全景 :西から 14ト レンチ溝状落ち :北から

図版36 郡家町字大林土地区試掘調査 (5)
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15ト レンチ全景 :西から 15ト レンチ土層状況 :北から

16ト レンチ全景 :南から

図版37 郡家町字大林土地区試掘調査 (6)
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第38図 -1

第38図 -3

第38図 -5

図版38

第38図 -2

第38図 -4

郡家町字大林上地区試掘調査 (7)
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第�章 まとめ

丸亀市では、旧丸亀市においては平成 4年度から、旧綾歌町においては平成 8年度から

国庫及び県費補助を受けて丸亀市内遺跡発掘調査事業及び綾歌町内発掘調査事業を実施し

てきた。

平成 17年 3月 22日 に旧丸亀市、飯山町、綾歌町が合併し3年目に入つた今も、開発

事業はさらに増加傾向にあり、財政の厳しい丸亀市にとつては国庫補助を受けることが当

該事業を進めるために有効であると判断することから昨年度に引き続き、実施しているも

のである。

今年度の調査については、中津町字兵庫・金倉町字川西地区で工場建設に伴う試掘調査

1件、杵原町字上所地区、山北町字原窪地区、郡家町字大林上地区で商業施設建設に伴う

試掘調査 3件、郡家町宇人幡下地区、土器町西三丁目地区、三条町字中村地区、原田町字

東三分一地区で賃貸住宅及び分譲住宅建築に伴う試掘調査が 4件、綾歌町字富熊宇沖地区

で電気通信施設建設に伴う試掘調査 1件の併せて 9件を対象として実施した。

中津町字兵庫・金倉町宇川西地区では、古代条里型地割の存在、南側には『道下遺跡』

の所在していることなどから関連する遺跡の展開が想定されたため実施したものである。

調査の結果、大型の溝が確認できたが、出土遺物から弥生時代～古墳時代のものと考え

られ、溝の方向性の違いやその他の出土遺物が無いことから条里型地割の可能性は低いも

のと考えられる。しかし、当該地及びその周辺は周知の埋蔵文化財包蔵地でることを確認

し、『中津兵庫遺跡』として登録された。

作原町字上所地区では、北東に位置する『杵原町西村遺跡』との関連が期待されている

ことなどから試掘調査を実施した。

調査の結果、溝や出土遺物が確認できたものの、極めて希薄であること、撹乱により本

来の地形が失われていることなどの理由から保護措置は不要となつた。

郡家町宇人幡下地区では、北側に隣接している『郡家原遺跡』と同様の遺跡が展開して

いくことが考えられ、試掘調査を実施した。

調査の結果、弥生時代後期の上器と、奈良時代の須恵器片を含む溝 2条を検出した。こ

の溝は、『郡家原遺跡』で検出された溝の延長部と考えられる弥生時代後期と奈良時代の溝

であることを確認した。よつて、当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地『郡家原遺跡』とし文

化財保護の適用を受け、適切な保存を図ることとなつた。

土器町西三丁目地区では、当該地の直近において調査事例がないが、周辺の遺跡分布や

地理的状況から考えると、遺跡の包含が推測されるため、試掘調査を実施した。

調査の結果、埋蔵文化財に関係する資料は皆無であり、大きく土地改良を受けている痕

跡が確認できたので、当該地における埋蔵文化財の所在は無く、保護法の措置も適用しな

いものとした。
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三条町宇中村地区では、当該地の直近において調査事例が無かつたが、周辺の遺跡分布

や地理的状況から考えると、遺跡の包含層が推沢1されるため、試掘調査を実施した。

調査の結果、構とピットを多く検出した。遺物の出上が微量ではあるが、耕作土中や整

地土から出上した須恵器 。上師器片から古代～中世に属するものと考えられる。これらの

結果を元に、当該地は『三条中村遺跡』として周知の埋蔵文化財包蔵地に登録された。

原田町宇東三分一地区では、周辺に弥生時代集落が所在し、これらの遺跡の展開する可

能性が考えられ試掘調査を実施した。

調査の結果、遺構の検出は無く、近世の遺物を若干確認した。調査地南東部において旧

流域の堆積層と考えられる粗砂層が確認でき、西半部ではその流域の中心部に位置する低

湿地帯に属するものと考えられ、埋蔵文化財包蔵地としては取り扱わないこととなつた。

綾歌町富熊宇沖地区では、『行末西遺跡』が当該地北端において近接していることから、

これに関連する遺跡の展開が考えられ試掘調査を実施した。

調査の結果、遺構の検出は無く、須恵器片を若干包含していたが、周辺の遺跡との関連

は考えられず、周知の埋蔵文化財包蔵地としては取り扱わないこととなつた。

山北町宇原窪地区では、当該地の直近において調査事例が無かつたが、周辺の遺跡分布

や地理的状況から考えると、遺跡の包含が推浪1されるため、試掘調査を実施した。

調査の結果、調査地東端において溝状の落ちを 2条検出したが、遺物の出土は無く遺構

として特定することは難しいことから、埋蔵文化財包蔵地としての保護措置は不要とした。

郡家町宇大林上地区では、当該地の直近において調査事例が無かったが、周辺の遺跡分

布や地理的状況から考えると、遺跡の包含層が推測されるため、試掘調査を実施した。

調査の結果、調査区北西部の構 1条が検出でき、出土遺物もあり北西部に所在する『郡

家田代遺跡』に向かつて遺跡は広がつていくものと考えられることから、調査地の北西部

分についてのみ保護措置を必要とする見解を示し、『郡家田代遺跡』の一部として取り入れ

周知の埋蔵文化財包蔵地として登録した。

今年度については、当該事業によつて上記 9件の調査を実施した。それにより新たに2

遺跡を発見し、 2遺跡を追加することで既存する包蔵地内の状況確認資料を増やすことも

できた。

当該事業においては、次年度以降についても継続して実施し、丸亀市内遺跡の道切な保

護に努めていきたい。

-95-



Ｉ Φ ⇔ ―

調
査
地
区
名

調
査
期
間

埋
蔵
文
化
財
の
所
在
の
有
無
及
び
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

埋
蔵
文
化
財
遺
失
物
に
関
す
る
事
務

照
会
文
書
提
出
日
回
答
文
書
提
出
日

県
教
委
へ
の
結
果
報
告
提
出
日

発
見
届
提
出
日

保
管
証
提
出
日

①
中
津
町
字
兵
庫

金
倉
町
字
サ|
1西

H1
9年
5月
15
～
18
日
H1
9年
4月
18
日
H1
9年
6月
7日

H1
9年
6月
5
日

H1
9年
6月
5日

H1
9年
6月
5日

②
杵
原
町
字
上
所

H1
9年
5月
21
～
23
日
H1
9年
5月
2日

H1
9年
6月
22
日
H1
9年
6月
14
日
H1
9年
6月
18
日
H1
9年
6月
18
日

③
郡
家
町
字
人
幡
下
H1
9年
6月
27
日

H1
9年
5月
21
日
H1
9年
7月
6日

H1
9年
7月
6日

H1
9年
7月
6日

H1
94
弔
7月
6日

④
土
器
町
西
三
丁
目
H1
9年
8月
8日

H1
9年
7月
5日

H1
9年
11
月
27
日
H1
9年
11
月
27
日
遺
物
な
し

遺
物
な
し

⑤
三
条
町
字
中
村

H1
9年
8月
21
～
22
日
H1
9年
7月
11
日
H1
9年
9月
21
日
H1
9年
8月
28
日
H1
9年
9月
4日

H1
9年
8月
28
日

⑥
原
田
町
宇
東
三
分
一
H1
9年
9月
12
～
13
日
H1
9年
8月
30
日
H2
0年
1月
28
日

H2
0寄
二
1月
2
8日

H1
9年
11
月
22
日
H1
9年
11
月
22
日

⑦
綾
歌
町
富
熊
字
沖
H1
9年
9月
18
日

H1
9年
6月
19
日
H2
0寄
二
1月
28
日

H2
0今
二
1月
28
日
H2
0年
1月
28
日
H2
0年
1月
28
日

③
山
北
町
字
原
窪

H1
9年
11
月
5～
7日

H1
9年
10
月
9日
H2
0年
1月
18
日
H1
9年
12
月
17
日
H1
9年
12
月
17
日
H1
9年
12
月
17
日

③
郡
家
町
字
大
林
上
H1
9年
11
月
8～
12
日
H1
9年
10
月
9日
H2
0年
1月
28
日
H1
9年
12
月
17
日
H1
9年
12
月
17
日
H1
9年
12
月
17
日

第
10
表
 
調
査
に
関
す
る
処
理
事
務
総
括
表



報 告 書 抄 録

ふ り が な まるがめしないいせき はつくつちょうさ ほうこくしょ
垂 名 丸亀市内遺跡発掘調査報告書

副  書  名 平成 19年度国庫補助事業報告書

巻 次 2008 3 シリーズ名 丸亀市内遺跡発掘調査報告書 シリーズ番号 第 3集

編 著 者 名 丸亀市教育委員会 文化部 文化課 近藤 武司

編 集 機 関 丸亀市教育委員会

所  在  地 〒763-0034 香川県丸亀市大手町二丁目1番 20号 Te10877-24-8822

発行 年 月 日 2008年  3月 31日

頁 数
例言・目次等 本 文 挿 図 表 図 版 総 頁

18頁 96頁 1    40点 1    10点 204点 114頁

荊 勘 魏議 所在地

コー ド

北緯 東経 調査期間
調査面積

(雷 )

調査原因
市町村 遺跡番号

中洋晰字兵庫

盤答T室チ†苦亀直
【竿津箕鷹遣翫】

中津町宇兵庫

金倉町宇)1西
202 0140

34涯電

16分

19～ 26不少

133度

46分

17～ 23秒

5 15

185

4380 工場建設

襦庶時撃堅冴亀校 杵原町字上所 202

34涯電

16分

4～9秒

133度

48分

12～ 16秒

21

235

2098 商業施設建設

熱象腎掌離 十雄
【善膨装,く動 】

郡家町宇人幡下 202 0084

34度

15分

18～ 19秒

133度

48分

22-23秒

6. 27 430 共同住宅建設

撫 iHi'試卦 皆
う
)(と:i三 : 土器町西三丁目 202

34度

16分

43-44秒

133度

48分

30-33秒

8   8 720 分譲住宅建設

堂桑謙学竿籍鼈笹
【圭察幣籍勘 】

三条町宇中村 202 0141

34度

15分

3～7秒

133度

48分

26-30秒

8. 21

228.
2060 分譲住宅建設

鷲頷単黄竺外空地稜 原田町字東三分一 202

34涯霊

15分

29-32秒

133度

47分

26-30秒

9. 12

139.
1306 宅地分譲開発

緩歌T読百竿挿 綾歌町富熊宇沖

34度

14分

37-38秒

133度

52分

30～ 31不少

9   1 8 電気通信施設建設

苫i占齢ギ庶逸範笹 山北町宇原窪 202

34度

16分

1～ 5秒

133度

48分

4～8秒

11

11 7

1713 商業施設建設

隷蒙時撃葉燃ピ亀笹
【綾 離 勧 】

郡家町宇大林上 202 0087

34度

15分

35-38秒

133度

49分

0～4秒

11

11. 12

1958 商業施設建設



所収遺跡・地区名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中澤晰字兵庫・

埜替Υギ狩千普亀≧
【雫津箕篇嵩録】

集落跡 弥生 。古墳 溝・土坑

弥生土器片・土師器片・

須恵器片・瓦片・磁器片・

陶器片・サヌカイ ト片

祥鵡 撃望寄亀笹 不 明 古墳・古代 。中世 溝 。旧河)|1跡
須恵器・土師器片

磁器片・瓦片

話装貯睾鵡 #亀璧
【絵 脈帥 】

集落跡 弥生・古代 。中世 溝
弥生土器片・須恵器片・

土師質土器片

墾新 芭当 営亀毯 不 明 不明 無 し 無 し

堂桑貯学Υ紺乾置
【当察筆審勘 】

集落跡 弥生・古墳 。中世 溝・ピット
弥生土器片・須恵器片

土師器片

燎営ギギ聟些渉と比笹 不 明 不 明 無 し
土師質土器片・陶器片

磁器片

緩歌T読百筆挿 不明 不 明 無 し 須恵器片・土師質土器片

画耳ど齢ギ庶逸乾置 不 明 不 明 溝 須恵器片 。上師質土器片

鍬蒙苛撃葉撚ピ詭笹
t部象粘代遣槻】

集落跡 弥生 。古代・中世 溝 磁器片・土師器片

要 約

本書は、丸亀市が平成 19年度に国庫補助事業により実施した丸亀市内遺跡発掘調査報告書である。

調査対象地は、民間・個人から『埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて』の照会のあつた地区の内の 9箇所である。

これら 9箇所は、いずれも周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲からは外れているが、周辺の比較的近いところに周知の埋蔵文化財包蔵

地が所在していることから検討した結果試掘調査を実施することとしたものである。

この内、『土器町西三丁目地区』では、遺物・遺構共に認められなかった。また、『原田町字東三分一地区』及び『綾歌町富熊宇

沖地区』では、檄量の上器片は出土するものの遺構の所在が認められなかつたことから保護措置は不要との判断をした。

更に、『杵原町宇上所地区』及び『山北町宇原窪地区』では、共に溝状の遺構等が認められたが、内容的にかなり希薄であつた。

県との協議の結果、これらは周知の埋蔵文化財包蔵地としての取り扱いは行わないこととした。

『中津町字兵庫・金倉町宇川西地区』、『郡家町字人幡下地区』、『三条町字中村地区』及び『郡家町字大林上地区』では、遺構の

所在が認められたことから、保護措置が必要と判断され周知の埋蔵文化財包蔵地として登録することとなつた。『中津町字兵庫・金

倉町宇川西地区』及び『三条町字中村地区』の遺跡は、地区名からそれぞれ『中津兵庫遺跡』および『三条中村遺跡』とし、『郡家

町字人幡下地区』及び『郡家町字大林上地区』の遺跡は、近接する遺跡に追加することとし、それぞれ『郡家原遺跡』及び『郡家

田代遺跡』とした。

今年度の調査により発見された遺跡は全て溝遺構を中心としたものであり、住居址等を確認するには至らなかつた。しかし、出

上遺物が生活用品であることから遺跡種別は集落跡とした。

時期的な見解は、4遺跡共に弥生時代を中心としたものであることが考えられ、古墳時代・古代・中世と複数期に渡ることも考

えられる。

以上、今年度は当該事業により 9箇所の試掘調査を行つた。それぞれ、調査結果を香川県教育委員会に報告すると共に対象地の

取り扱いを協議し、結果を踏まえて照会者に回答した。
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